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粘着板 に よ る コ ナ ジ ラ ミ 類の予察と防除
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は じ め に

施設害虫の総合的害虫管理 CIntegrated Pest Man

agement ; IPM) プ ロ グ ラ ム に お い て ， 天敵利用 を前提

と し た 防除 に は ， 対象害虫の モ ニ タ リ ン グが重要 な技術

と な る 。 施設 ト マ ト で は ， キ ーペ ス ト と し て の オ ン シ ツ

コ ナ ジ ラ ミ の生物的防除資材 と し て オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ

が導入 さ れ， コ ナ ジ ラ ミ 類の モ ニ タ リ ン グ用 資材 と し て

黄色粘着板 ト ラ ッ プが利用 さ れて い る 。

こ こ で は， 粘着板 ト ラ ッ プに よ る コ ナ ジ ラ ミ 類 (主体
は オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ) の予察 と 天敵 を 含 め た 防除の問
題点 に つ い て 述べ る 。

I コ ナ ジ ラ ミ 類 と そ の寄生婦の色彩 に

対す る 反応

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 成虫 は ， 自 然状態での飛期 中 は青
空 (約 400 nm) の 方 向 へ指 向 し (COOMBE， 1982) ， 植物

体への着地 は緑色葉か ら 反射 さ れ る 黄色光成分 に よ っ て

反応が引 き 出 さ れ る (VAISHAMPAYAN et al. ， 1975 b) 。

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 成虫が黄色光 に 誘引 さ れ る こ と は

古 く か ら 知 ら れ ( LLOYD ， 1 92 1 ) ， 特 に 黄 緑 色 域

(520�610 nm) の 反 射 光 ・ 透 過 光 に 強 く 誘 引 さ れ
(MACÐoWALL， 1972 ; VAISHAMPAYAN et al . ，  1975 b ;  COOMBE， 

1982 ; 北方 ・ 吉田， 1982 ; WEBB et al . ，  1985) ， 青色~紫
色 域 ( 4 0 0 � 5 2 0 n m ) の 光 に は 抑 制 さ れ る

(VAISHAMPAYAN et al . ，  1975 a) 。 タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 成虫 に

関 し で も 同 様 な 報 告 が あ る (MOUND， 1962 ; GERLING， 

1984) 。
林 (1995) は ， 色彩粘着板 ト ラ ッ プ (12 種類) に 対

す る オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ， シルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ ，
オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ お よ びサパ ク ツ ヤ コ パチ成虫の誘引

性を再検討 し ， コ ナ ジ ラ ミ 類 と 寄生蜂 は ほ ぼ同 じ 波長域
(500�600 nm) に 反応す る 結果 を 得た (図 1) 。

オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ成虫が黄色粘着板 ト ラ ッ プに誘引

さ れ る の は ， オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 幼虫への寄生率が高 ま

り 未寄生寄主が乏 し い場合 (VEIRE and VACANTE， 1984) 
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で， 通常 は寄生蜂の寄生行動 は黄色粘着板 ト ラ ッ プに 影

響 さ れ な い 。

こ の た め ， 黄色粘着板 ト ラ ッ プは， コ ナ ジ ラ ミ 類の発

生動態や分布状況 を 把握す る た め の 有力 な モ ニ タ リ ン グ

技術 ( 矢 野 ・ 腰原， 1984) と し て ， さ ら に 天 敵 (VEIRE

and V ACANTE， 1984 ; Y ANO， 1987) や農薬 (RUI and 
2HENG， 1990) な ど と 併用 し た 防除 に 利 用 さ れて い る 。

E コ ナ ジ ラ ミ 類 と 寄生蜂の行動習性 と

黄色粘着板 ト ラ ッ プ に よ る 予察

1 温度 と 飛朔

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 成 虫 の 飛 淘 始 め の 最 低 温 度 は
16�170C， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 成 虫 で は 17�180Cで あ る

(LIU et al . ，  1994) 0 施設ナ ス で の オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 成

虫の黄色粘着紙への誘殺数 は ， 150C以下で は極端 に減少

す る (永井 ら ， 私信) 。 オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ 成虫 も 16'C

以下では飛淘 し な い (ZLOIlINA and BEGLYAROV， 1982) 。 つ

ま り ， 黄色粘着板 ト ラ ッ プ の 利 用 は ， 約 150C以 上 の 気

温でな け れ ば有効 に働かず， 低温期 に は他の モ ニ タ リ ン

グ法 を検討せ ね ばな ら な い。

2 黄色粘着板 ト ラ ッ プの設置部位 と 誘引 効率

一般 に ， オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 成虫 は ， 古 い 葉 に 比較 し

て タ ン パ ク 窒素 を 高濃度 に 含 む 新築 を 選択 し (NOLDUS

et al . ，  1986) ， 下位葉で羽化 し た 成虫 は 羽化 3 日 後以 降

に は 90%以上が上位 5 葉 ま で に 分布す る (NOLDUS et al. ， 

1985) 。 そ の た め ， 黄色粘着板 ト ラ ッ プ の 設置部位 は ，

植物体の頂部 よ り や や 下 に 垂直 に つ る す の が適 当 と さ れ

る (Gn.LESPIE and QUIRING， 1992) 。
晴天 日 に お け る オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 成虫 の 黄色粘着板

ト ラ ッ プへ の 誘 引 距離 は， 植物体 と の 距 離 が 30 cm で

は 全 体 の 42�52 % ， 60 cm で は 2 0 % ， 9 0  cm で は

15へ-17%. 150 cm で ほ 5�9 % で あ り ， 曇雨天 日 に は 極

端 に 減 少 す る (萩原， 1982) 。 矢 野 ・ 腰原 (1984) は ，

最大の誘引距離 を 1�2 m 前後 と 推定 し て い る 。

100 株 に つ き 1 か所の割合 で黄色粘着 リ ボ ン を 設置 し

て ， オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 発生 を モ ニ タ リ ン グ す る 場

合， 1 週 間 で 1O�20 頭程度 の 成 虫 が 捕 捉 さ れ れ ば 100

株 に つ き 50 頭 (0 . 5 頭/株) 生息 し て い る と 推定 で き る

(矢野 ・ 腰原， 1984) 。 現地施設 ト マ ト で は ， 10 a 当 た

り 約 2 ， 000 株が植栽 さ れて お り ， 20 枚110 a 程度 つ り 下
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色彩板 ト ラ ッ プの番号

〔 色彩板 ト ラ y プの 名 称 ・ 〕

① ホ ワ イ ト

② フ ローセ ン ト グリ ー ン

③ レ モ ン イ エ ロ ー

④ ク ロ ー ム イ エロ ー

⑤ ス プリ ン グ イ エロ ー

⑥ サニ ー オ レ ン ジ

⑦ ス カ イ ブルー

③ ス カ ー レ ッ ト

⑨ パー マ ネ ン ト レ ッ ド

⑩ デ イ ー プグ リ ー ン

⑪ ネ イ ビー ブルー

⑫ ブラ ッ ク
・ 色彩板 ト ラ ップの名 称は

サ ン ロ イ ド句茨の呼称、 に よ る .

図 - 1 各種各彩板へ の コ ナ ジ ラ ミ 類 ・ 寄生蜂の誘引 ( A ) と 分光特性 グ ラ フ ( 8 ・ C) と の関係
( 8 : 誘引性が高 い， C : 誘引性が低 い )

げ る の が適当 で あ る 。 し か し ， 通常オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

成虫 は， 施設周 辺 の 環境や栽培型 に よ り 偏 っ た 分布 を

し ， 半促成 ト マ ト で は 暖房機や 出 入 口 付近 に 多 い傾向で

あ る 。 ま た ， 施設 キ ュ ウ リ での株間分布 は， 初期 は施設
内周辺 に 寄生が高 く ， 後期 に な る に つ れて徐々 に 全面分

散 し な が ら 漸増 す る 傾 向 が あ る (高野 ら ， 1976 : 山 田
ら ， 1979) 。

そ の た め ， 黄色粘着板 ト ラ ッ プの設置 は， あ ら か じ め

個々 の施設での コ ナ ジ ラ ミ 類 の 分布状況 を 把握 し ， “ メ

リ ハ リ " を つ け た 配置が重要で あ る 。

た だ し ， コ ナ ジ ラ ミ 類の成虫 は体表が 白 い ワ ッ ク ス で

覆 わ れて お り ， 黄色粘着板 ト ラ ッ プ に 付着す る と 数時間
~数 日 間 で麹の ワ ッ ク ス が粘着剤の溶媒 に 溶 け て 見 え に
く く な る 。 的確 な予察 を す る た め に は ， ト ラ ッ プ を頻繁

に観察す る 習慣 を 身 に つ け る こ と も 大切であ る 。

皿 黄色粘着板 ト ラ ッ プ を利用 し た 防除

1 黄色粕語板 ト ラ ッ プ に よ る 大量誘殺

黄色粘着板 ト ラ ッ プ に よ る 大量誘殺の成功例 と し て ，
吉野 ( 1982) は ， 育苗ハ ウ ス に は播種前 に 2 m 間 隔 で，
定植直後 に は 120�150 本110 a の 割 合 で黄色粘着 テ ー
プ (4 X 90 cm) を つ り 下 げ， キ ュ ウ リ 黄化病 の 総合防
除 を 行 っ た 。 イ ン ゲ ン で は， 1 本15 m2  (200 本110 a )  

で有効であ っ た (北方 ・ 吉田 ， 1982) 。

近藤 ら (1995) は ， 有機無農薬栽培 ト マ ト に お い て ，

黄色粘着紙 (9 X 26 cm) を 35 cm 間 隔 で ト マ ト の 生長

点付近 に 水平 に 設置 し た 結果， 収穫期 に お け る オ ン シ ツ
コ ナ ジ ラ ミ 成虫数 は ， 無処理 区 で は 約 7 頭/複葉 (約 5

頭/複葉が要防除密度) に 対 し て ， 処理区 で は 1 頭/複葉
以下 に抑制 し ， 殺虫剤 な し で防除可能 な こ と を 示 し た 。

以上 の よ う な成功例 は あ る が， 一般 に 大量誘殺法 は 害
虫密度 の増加 に 従 っ て 殺虫率 は低下す る ( 中村， 1996) 

た め ， 害虫 の初期侵入定着阻止や高密度時の他の 防除手

段 と の併用 ， あ る い は 他 に 有効 な 防除手段が な い場合 に

利用 す べ き (河野 ・ 八瀬， 1996) と さ れ る 。
2 黄色粘着板 ト ラ ッ プ に よ る 予察 と 天敵利用

林 (未発表) は， 広 島 県 内 の半促成 ト マ ト に お い て ，
黄色粘着板 ト ラ ッ プでオ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 成虫 を モ ニ タ
リ ン グ し ， オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ を 導 入 し た 防 除 試験例
(1988�98 年 : 42 例) に つ い て整理 し た 。

そ れ に よ る と ， 天敵導入時の コ ナ ジ ラ ミ 密度 が低 く 導

入天敵個体数が多 い ほ ど最終的 な天敵寄生率 は 高 く ， 逆
に 天敵導入時の コ ナ ジ ラ ミ 密度が高 い場合 に は 最終的な
天敵寄生率が低 く な る 傾 向 が見 ら れた (図-2) 。

経験的 に ， 天敵利用 が成功 し た と 判断 さ れ る 目 安 は天
敵寄生率が 70%以 上 で あ る が， 収穫期 聞 が比較的短 い
半促成 ト マ ト で は， 寄生率が 50%以 上 で あ れ ば実質的

な被害 ( す す病) は 見 ら れ な い (林， 1995) 。
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図 - 2 半促成栽培 ト マ ト に お け る オ ン シ ツ ツ ヤ コ パ チ 導入時の黄色粘着板 1 枚 当 た り オ ン シ ツ
コ ナ ジ ラ ミ 成虫誘殺数 と オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ 導入総数， 天敵寄生率 と の 関係 (図 中 の O
内 の数字 は株当 た り の オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ 導入総数 を示す， 林 : 未発表デー タ )

9) LIU， T .  X. et a l .  

半促成 ト マ ト に お い て 天敵 を 導入す る 時期の 目 安 は，
最終的 に 寄生率 70%以上 を 得 る た め に は， 黄色粘着板

ト ラ ッ プで 7 日 間 当 た り 15 頭以下で な け れ ば成功 し に
く い と 言 え る 。 ま た ， 天敵導入 時 の コ ナ ジ ラ ミ 密 度 が

10 頭以下の場合で も ， 下葉 を 早期 に 摘葉 す る 栽培管理

や天敵導入数が少 な い場合 に は， 最終的 な天敵寄生率 は

上が ら な い場合が多 い 。

現場の デ ー タ か ら も ， 黄色粘着板 ト ラ ッ プで天敵導入
時期 を 決定す る 場合 に は， い か に 早期 に コ ナ ジ ラ ミ 類 を

発見 し ， 的確な天敵導入 を 行 う こ と が， 天敵利用の成功
の秘訣 と 思わ れ る 。

お わ り に

黄色粘着板 ト ラ ッ プは ， コ ナ ジ ラ ミ 類では成虫 に し か
作用 せず， そ の有効範囲 は 限 ら れ る 。 し た が っ て ， そ の
限界 を わ き ま え た う え で， IPM プ ロ グ ラ ム の有力 な モ

ニ タ リ ン グ技術 と し て ， さ ら に 大量誘殺だ け でな く ， 他
の 防除手段 と 併用 し た幅広い利用が望 ま れ る 。
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